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【北九州地区 京北会報告】 

2010年 京北会 今年も華やかに開催 

新谷 聡一（62回生） 

北九州では恒例行事となっている北九州地区の学友会 “京北会” が11月6日（土）小倉・八雲亭にて開催さ

れました。 

今年度は母校より西谷教授、学友会会長 埜藤氏（43 回生）に参加して頂き、また久留米より神崎氏（53 回生）

に来会して頂き、会は大いに盛り上がりました。 

この会の準備にあたり副会長 勝本氏（短 8 回生）が出産直後で何かと多忙な為、ピンチヒッターとして前原氏

（短 7 回生）にお願いし活躍して頂きました。そこで次回より育児に忙しくなる勝本氏に代わり前原氏が副会長に

推薦され学友会会長・京北会会長承認のもと決定致しました。 

勝本さんこれまでいろいろお世話いただきありがとうございました、また母として育児に大変でしょうけど楽しく

頑張って下さい♪  また新副会長の前原さん今後とも宜しくお願いします。 

会に先立ち、今春永眠された故 糸山智之氏（24 回生）を忍び全員で黙祷を捧げました。その後、埜藤学友会

会長より学友会の編成についての説明、西谷教授より母校の近況を報告して頂き田中氏（31 回生）の乾杯の唱

和とともに開宴しました。 

乾杯と同時に毎度のごとくすぐに賑やかとなり、昔話に花を咲かせあちらこちらで笑い声が飛び交っておりま

した。 

宴の最後には久留米より参加して頂いた神崎氏に締めのお言葉を頂き全員で万歳三唱、それに続き梅田氏

（34回生）の唱和による校歌斉唱を行い、恒例の集合写真・・・。なごり惜しみながら1次会は終了しました。 

その後、場所を近くのラウンジへ移し2次会へと突入・・・、深夜遅くまで語り合っておりました。 

最近、北九州での我が会を見てみますと卒業生が少ないこともあり若い人たちの参加が少なく母校の伝統の

継承が薄らぎつつあるように感じ、淋しくてなりません。 

来年からは若い血を注ぎ込めるよう前原副会長とともに頑張っていきたいと思います。 

残念ながら今年は参加出来なかった方、来年は是非とも！ お待ちしております！！ 

本当に楽しい時を過ごさせて頂きました、ご参加の皆様ありがとうございました。 
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